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Specimens collected from Waku-ike， Hachiro-gata， the brackish region of Ara-kawa and 

the brackish Hinuma-gawa were identified as StePhanodiscus hantzschii form. tenui3 (Hust.) 
HAK. et STOERM. after carefuI examination with TEM and SEM. Three types of valve 

silicification， thin， medium and thick， are distinguished being accompanied by morphological 

variations such as the locular structure of areolae， spine shape， and the shape of the 
exterior tube of the labiate process. This taxon is clearly distinguished by the features 

with flat valve surface， without a strutted process on the valve surface， with a single marginaI 

Iabiate process open at the site of a spine and with marginaI strutted processes with three 

sateIIite struts from cJosely related species， especiaIIy from S. invisitatus， occurring frequently 
in nature mixed with this taxon. 
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小形 Stephanodiscus属ケイソウの識別のむずかし

さは，光顕 (LM)による特徴のつかみにくさにある

が，それだけでなく，同属の他の類似種がきまって同

時に出現すること，および，殻の薄い個体と厚い個体

が混在して出現するので，同じ分類群のものであって

も異る種類のように見えることにある。

Stepha舟odiscushantzfchii form. tenuis (Hust.) 

HAK. & STOERM. も例外ではなく， 秋田県八郎潟

(N・1005，1983年 10月4日採取)，東京都荒川掘切橋

(N・田5，1984年11月27日採取)，長野県涌池 (K・2118，

1972年9月21日採取)の試料に Stψhanodiscusin-

visitatusなどの小形種に混じって出現した。今凪は

中でも比較的大量に得られた涌池と澗沼川の試料を用

いて電顕 (TEMおよび SEM)による観察を行った。

LM観察および TEM，SEM観察のための試料の調整

および検鏡の方法などは小林・井上 (1985) と同じで

$本研究は財団法人日産科学振興財団研究助成金によ

る研究の一部である。

ある。

この種類は HUSTEDT(1939)により西ドイツのエ

ムス川のパーベンフソレグから上流へかけての堆積試料

から独立の種類として記載されたものである。しかし，

ウィーンの自然史博物館所蔵の GRUNOWが Ste-

戸hanodiscushant zschiiを記載したときに使用した

タイプ試料を調べた HAKANSSONand STOERMER 

(1984)はさらに調査を広げ， プレーメルハーフェン

の HUSTEDTコレクションにある S.tenuisのタイ

プスライドを調べて S.tenuisを S.hant zschiiの

品種に落した。

HAKANSSON and STOERMER (1984) の提示して

いるタイプの写真を計測してみると S.hant zschiiは

殻径 12-15μmで，胞絞束は 10μm幅に7-8本

あり，胞紋束は2列の胞紋列からなり，胞紋列を構成

する胞紋は放射方向に 10μm幅に16-18個みられる。

一方 form.tenuisのタイプスライドからの写真では，

殻径 23pm (HUSTEDTの記載は 8-28μm)，胞紋
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東は 10μm幅に4-5本， それぞれの胞紋束は2-

4本の胞紋列からなり，胞紋列の胞紋は放射方向に

10μm幅に約26個数えることができる。すなわち，こ

の両者は胞紋束を構成する胞紋列の数と，胞紋の粗密

の2点で，かなり明瞭な区別ができるが，その他の点

では全く区別が無い。 HAKANSSON女史からの筆者

の一人小林弘への私信によると，被殻の一方の殻が真

正の S.hantzschiiであるにもかかわらず，もう一方が

S. tenuisの殻であるという例も見られるとのことで

ある。筆者らは未だ， S. hantzschiiと同定できる本邦

からの個体を調べていないので断言はできないが， S. 

tenuisを S.hantzschiiの品種とした HAKANSSON

and STOERMER (1984)の処置は当を得たものと考え

られる。

観察結果と考察

Stephanodiscus invisitatus Hohn et Hell.の場合

もそうであったが(小林・井上， 1985)この種類も碓

酸の沈着の度合いに著しい差があり，殻が非常に薄い

もの (Figs1-9)，中間的なもの (Figs11-13， 15-

18)，非常に厚いもの (Figs19-28)までが連続した

変異としてみることができた。

殻の薄いものは， LMでは胞紋束は一様の備の広い

帯としてみえ，個々の胞紋を解像してみることはでき

ないが (Figs1，2)，中間的なもの (Figs11， 12)で

はコントラストは十分ではないが，胞紋を見分けるこ

とが可能となり，殻の厚いもの (Figs 19-22)では，

かなり明瞭に点絞として見ることができる。コントラ

ストがついて点紋が明瞭に見えると，検鏡した時点で

は点紋が一見粗〈配列しているように見えるが，写真

に写して計測してみると全く差異は認められなかった。

この種類の殻構造の特徴を模式的に示したのがFig.

14であるが，殻面が平坦であること，殻面中心部に有基

突起は存在しないこと，胞紋東は殻面の周辺部で2-

4列の胞紋列で構成されるが中心部では1-2列にな

り，また周辺部ではまっ直であるが中心部に向うに従

って乱れ屈曲すること，東関肋は殻商端でそれぞれ1

本の線 (a)をもつこと，縁辺有基突起 (b)は比絞的規

則的な間隔で配列し 3-4東(稀に5)ごとに1個

あること，殻套では胞紋列は平行し一様に配列するこ

と(e)などを特徴としている。

LMでも，殻の中心部に有基突起の存在を示す遊離

点紋が見られない点，殻が平坦である点，胞紋束が中

心部で屈曲する点，および胞紋束の配列がやや粗い点

などに注目すると屡々同時に出現し，識別の極めて困

難な Stephanodiscusinvisitatusと区別することは

不可能ではない。しかし，電顕像では区別はより明瞭

である。 S.invisitatusでは縁辺臓は尖るが，この種

類では殻の薄いものでは先端が扇平になり，時に広が

るものも現れ (Figs4， 6)，同一個体でも先の尖るも

の (Fig.9矢印)と先が扇平になり切頭に終るもの

(Fig. 9矢先)の2種類の線をもつものがみられた。

また，殻の厚いものでは基部はより太<，先端はより

細く鋭〈尖る傾向があり，扇平な練は見られなくなる。

(Figs 15， 24-27) 

縁辺有基突起は殻の外側へも， 内側へも，ほぼ同

じ長さの管となって伸び出し， それぞれ 3脚をもっ

(Figs 4，5，8，18，25，27)点でも S.invisitatusとは

異っている(小林・井上 19;田)。

胞紋は殻の薄いものでは小室構造をつくらず，障子

の骨と骨の聞に紙， すなわち師板 (cribrum)を張っ

たっくりになるが (Figs7，8)，やや厚くなると円筒

状の小室の内側を師板で閉塞する (Figs17，18)よう

になり，さらに肥厚した殻では小室の外側の関口も一

方の壁から張り出した，小孔 (hole)をもたない，帽

子のっぽのようなっくりの弁皮 (flap)(N1ANN 1980) 

によって閉塞され， (Figs 26， 28) ，内側は明瞭にドー

ム状にもり上がった小孔で穿孔された直径約 0.3μm

の節板で閉塞されるようになる (Figs25，27). この

ような小箱構造をもつことは，殻面の断面に現れた胞

紋の断面に明瞭に見ることができる (Fig.28矢印).

また，殻の肥厚の差は TEM像においても明瞭な違い

となって現れる (Figs6，16，23)。

唇状突起(labiateprocess)は殻の縁辺に1個ある

が，その縦裂溝は放射軸に対して直角またはやや斜め

に位置する (Figs8，18，27)。 唇状突起の外側への関

口は縁辺練のどれかと置き換わる位置にあり，明瞭な

管となるが，この管は有基突起の外管よりはやや細い

が長い (Figs 7矢印， 17矢印); しかし，殻の肥厚

したものでは外側への関口は明瞭な外管とはならず，

不完全に閉ざされた形となる傾向があり (Fig.26)， 

この傾向は涌池産の個体にも.澗沼JIIから得た個体に

も共通してみられた。

増大胞子形成直後に作られた初生殻 (initialvalve) 

(Fig. 10)も涌池から得た試料中に見られたが，殻面

が平坦でなミ半円形になること，大形で明瞭なパター

ンセンターが見られること，束間肋が明瞭でないこと，

縁辺練が現れないこと，多数の縁辺有基突起をもつこ

となどは，これまでのいくつかの円心目ケイソウの観
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PJat巴1. Ste戸hanodiscushantzschii Grun. form tenuis (Hust.) HAK.巴tSTOERM. with thin vaJves. 

Figs 1-3. WhoJe valves. X 2000 (bar= 10;μm). Figs 4， 5. Outside and inside views of vaJves 
showing flat vaJve surface， marginaJ strutted processes with three struts and marginaJ spines with 

flat and broad truncate apex. x7500 (bar=l flm). Fig.6. VaJve view. TEM x7000 (bar=lμm). 

Figs 7，8. EnJargement of vaJve margin showing the externaJ tube of th巴Jabiateprocess (arrowed) 

and marginaJ strutt巴d process with three struts. x 24000 (bar= 1μm). Fig. 9. Side view of a 

frustuJ巴 showingspines with acute (arrowed) and truncat巴 (arrow head) spines. x 6600 (bar = 1 

μm). Fig. 10. VaJve view of not flat but hemisphericaJ initiaJ vaJve showing Jarg巴 patterncenter， 

not fascicuJate areoJar rows and marginaJ strutt巴dprocesses. x 5000 (bar = 1μm). Figs 1-10 

Waku-ik~ (Waku Pond). 



236 KOBAYASI， H.， INouE， H. and KOBAYASI-II， H. 

14 

Plate 2. Slethanodiscu.s hanlzschii Grun. form. lenuis (Hust.) HλK. et STOERM. with mediately 
silici日edvalves. Figs 11-13. Whole valves. X 2000 (bar= 10μm). Fig. 14. Diagramatic represen-

tation of the features of S. hanlzschii form lenu.is. a. marginal spines， b. marginal strutted processes， 
c. vertical slit-like markings of the fringe， d. outer opening of th巴 labiateproc巴ss，e. areolar rows 

on the valv巴 mantle，f. fringe， g. pattern center， h. interfascicles， i. fascicles. Fig. 15. Outside 

view of valve. X 5000 (bar= 1μm). Fig. 16. Valve view showing fascicles on the valve surface 

and areolar rows on the valve mantle. TEM x4000 (bar=lμm). Figs 17，18. Enlargement of 
outside and inside valve margins showing exterior tube (arrowed) and interior lips (arrowed) of 

the marginal labiate process. X 24000 (bar= 1μm). Figs. 11-18. Waku・ike.
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Plate 3. Stethal10discus hantzschii forlll tenuis (Hust.) HAK. et STOERM. with thick valves. 

Figs 19-22. 、'1hol巴 valves. x2000 (bar=10μIll). Fig.23. Valve view. TEM x7000 (bar=1 plll). 

Figs 24，25. Outside and inside valves showing acute Illarginal spines， areola巴 occluded by flaps 

externally and by dOllled cribra internally， and Illarginal strutted processes with thr巴estruts. 24 

x 5000 (bar= 1μIll). 25. x 8500 (bar = 1 μIll). Fig. 26. Enlargelllent of valve Illargin showing the 

outer opening of the labiate process (arrowed). x 20000 (bar= 1μIll). Fig. 27. Side view of a valve 

edge showing Illarginal spines， strutted process and labiat巴 process. x 24000 (bar = 1μIll). Fig. 28. 

Broken valve face showing cross section of loculat巴 areola(arrowecl). x 50000 (bar = 0.1μIll). Figs 

19-24，26，28. Hinuma-gawa (Hinuma River). Figs 25，27. Waku・ik巴.
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察結果と類似するものであった (CRAWFORD1974， 

1975， Hoops and FLOYD 1979， ROEMER and Ro. 

SOWSKI 1980， SCHMIDT 1984)。

¥GENKEL and KUZMIN (1918)は StePhanodiscus

tenuis var. tenerを記載しているが， これは殻の薄

いタイプの個体のように恩われる。また， GERMAIN 

(1981)が S.hantzschiiとして挙げている写真のう

ちの多くは S.hantzschii form. tenuisと同定する

ことができるが， GAssE(1980)がS.tenui~ としてい
る分類群は殻面が平坦ではなしまたS.tenuis form. 

minorとして記載している分類群は LM写真からは

S. hantzschii form. tenuisの殻商の薄い個体のよう

にみえるが，同時に提示している SEM写真では，殻

套の幅が狭<，これは別の分類群と恩われる。
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